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	J-REITのESG開示情報をテキストマイニング（2）
	＜対応分析によるESG開示内容のセクター間比較＞
	3.2 特化型各セクターの開示内容の特徴
	開示情報量の大きさは「複合・総合 > オフィス > 物流 > 商業　> 住宅 > ホテル > ヘルスケア」の順になった。各セクターの原点からの距離は、複数の属性の物件を保有する「複合・総合」が最も近くなった。これは、様々な特徴を持った各銘柄の文書が集約された結果、セクター全体として単語の偏りが小さく、特徴が少ない文書になったのだと考えられる。また、各セクターの原点からの角度からは、オフィスと商業は原点から逆方向に位置し関連性が低いのに対し、物流とホテルは比較的角度が近く関連性が高いなどのセクター...
	i. オフィス特化型
	図の左下方に位置し、開示情報量は特化型銘柄で最大となっている。図から分かる本セクターの特徴としては、①保有物件に入居するテナント企業への取り組み、働きかけ（単語「入居、テナント」から）、②DBJグリーンビル認証0F 等の外部評価認証取得（「DBJグリーンビル認証、外部認証」）、③保有物件の環境パフォーマンス管理（「環境パフォーマンス」）、④適切な改修工事の実施（「改修、工事」）、等に関する開示が相対的に多くなっている点が挙げられる。
	①は、テナント企業の安全性・快適性の確保や、サステナビリティ教育等を通じた環境配慮への意識づけ、テナントと協働での環境取り組みの実施（グリーンリース等）を指しており、不動産を保有する投資法人だけではなく保有物件に入居する企業と共に環境負荷低減に取り組んでいることは本セクターの大きな特徴と言えるだろう。②は、J-REITでのDBJグリーンビル認証取得物件の約半数がオフィス物件であり、本セクターの特徴と言って相違ないだろう。③は、大量にエネルギーを消費するオフィスビルにとって環境パフォーマンス（電気・...
	ii. 住宅特化型
	図の左方に位置し、開示情報量は7セクター中5番目と比較的少なく、銘柄数では上回る商業セクターにも劣る情報量となった。図から分かる本セクターの特徴としては、①防災訓練の実施や防災用品の設置（「防災、都市」）、②専有部における空調等設備改修や共用部の充実（「空調、共用、満足度」）に関する開示内容の割合が他セクターにより相対的に高いことがあげられる。
	①については、個人の生活と密接に関係する住宅リートにとって災害時の住民の安心安全の確保は最も重視すべき取り組みであろう。②についても入居者が快適かつ健康に生活できる環境を整え、満足度を高めることは、物件の空室率にも係わる問題であり、ESGに限らず重要な取り組みであると言える。
	住宅に関しては、テナントが個人であることからESG取り組みにおいて制約もあり、専有部を含む建物全体での環境パフォーマンスの測定が困難であるなど、他セクターに対し評価の上で不利な点も多い。
	iii. 商業特化型
	図の右上方で、開示情報量は7セクター中4番目と中位だが、分類される銘柄数を考慮すれば少なくない。図から分かる本セクターの特徴としては、①ステークホルダー（取引先、従業員等）とのコミュニケーション（「ステークホルダー、コミュニケーション」）、②イベント等を通じた地域との交流（「地域、イベント」）、③環境問題（大気や土壌の汚染）への対応（「気候変動、汚染、低炭素」）、④水環境や生態系・緑の保護（「水、生物多様性、緑化」）、に関する開示が相対的に多いことがあげられる。
	①については、商業施設は一般的に取引先・関係先や施設内で働く従業員の数が多く、施設や運営企業の社会・投資家からのイメージも重視されるため、これらステークホルダーとの対話を重視しているとみられる。②は、特に郊外型ショッピングセンターなどでは地域コミュニティと一体となった開発・運営が重要になっており、各種イベントを通じて地域社会との交流を図ることは、本セクターにとって重要な取り組みであるといえる。③や④については、商業施設（特に郊外型）を建設する際には、広大な土地を必要とすることが多く、生態系へ配慮す...
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